










要約 

長期の療養を必要とする乳幼児には多くの人達が関係することになり,相互の連絡をとり

一貫した対策をたてることが必要である。 

本研究の対象は,発達遅滞をもつ子ども本人とその家族に焦点をあて,それをとりまく療育

の担当者や諸機関,制度の役割りについて検討がすすめられてきた。 

本人に対しては,自立性,適応性をたかめるための早期療育が必要であるという認識のもと

に 

(1)早期に将来の問題を予見しうるような診断や評価の方法 

(2)当面の療育の目標を設定し,かつ,療育効果の判定を行うに必要なアセスメントの方法 

(3)家族や療育担者向けの具体的なアプローチの技術 

などを示しうる研究に主眼を置いた。 

家族に対しては, 

(1)長期療養児をもつ家族に生じやすい心理上の問題点 

(2)子どもの療育を家庭ですすめようと努力する際の不便,もしくは,困難を感じる事項を

明らかにし, 

それらを解決する方法の研究に主眼を置いた。 

本年度の研究実績においては,方向性と現在の問題点をかなり明確に指摘し得たと考える。

しかし,本研究の目的は,問題点の指摘や方向性の示唆にとどまるのではなく,それらの問

題点を解決するために可能な計画をたてて研究的に実施し,その結果を評価することによ

って現時点または近い将来に実施可能な最善の方法を示すことにある。昭和 56 年度以降は,

この目的にそって具体的な成績を示すことができるよう努力したいと考える。 


